
■ SL-C3200

を、いろいろ迷った末に手に入れました。
少しずんぐりな感じの概観と、キー配置にいまいちなじめないものの、
思ったより動作が速くうれしい。
とりあえず、ターミナルや emacs などをインストールして、
http://d.hatena.ne.jp/taketyon/20060410#p1

を参考に、セルフ開発環境を用意してみることに。
書いてあるのにしたがって、
http://www.areanine.gr.jp/~nyano/download.html#devimg

からファイルをダウンロードしたのだが、
gcc-cplus のリンク先が、dev2 のものになっていて
普通にコンパイルしようとすると libstdc++ がないと怒られる。
ミラーの方をたどると dev3 がダウンロードできて、
無事コンパイルできました。
同様に、qtopia-free-sdk もミラーの方のリンクを辿ってインストール。
再起動後に、環境変数が更新されて、tmake などが普通に使えるように。
# 環境変数が正しく設定されていない場合には、tmake.conf がないといって
# 怒られたりします。

■ subversion for Zaurus

というわけで、早速 subversion をコンパイルしてみた。
apr と apr-util は難なくコンパイル完了。
# 時間はめちゃめちゃかかったけど
で、subversion をコンパイルしようとすると、configure で apr 等の
バージョンがおかしいといわれる。
バージョンをチェックしている正規表現を無理やり指定して実行。
で、コンパイルしてみたところ crypt がないといわれる。
... うーん、とりあえず、LDFLAG に -shared とかつけてコンパイル。
とりあえず、最後まで終了～ここまで約 2 時間
さて実行 ...segmentation fault ですか。

結局，/usr/local/lib/libcrypt.so -> /lib/libcrypt.so.1 なリンクをつくって
/etc/ld.so.conf に /usr/local/lib を追加して解消．
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